
独立行政法人大学入試センター 平成28事業年度事業報告書 

 

 

１．国民の皆様へ 

独立行政法人大学入試センター（以下「大学入試センター」という。）は、大学が行う入学試験

のうち、共同で実施することとする試験に関する業務等を行い、入学者選抜の改善を図り、大学・

高等学校等の教育の振興に寄与することを目指しています。具体的には、 

① 大学入試センター試験（以下「センター試験」という。）に関し、試験問題の作成及び採点

等一括して処理することが適当な業務 

② 大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査及び研究 

③ 大学入学志望者の進路選択に資するための大学に関する情報提供 

などの業務並びにこれらの付帯業務を行っています。 

 

平成28年度において行った主な事業は、以下のとおりです。 

⑴ 平成29年度センター試験 

① センター試験は、大学入学志願者の高等学校段階における基礎的な学習の達成の程度を判

定することを主たる目的とするものであり、各大学が、それぞれの判断と創意工夫に基づき

適切に利用することにより、大学教育を受けるにふさわしい能力・適性等を多面的に判定す

ることに資するために実施するものです。 

② 試験問題は、大学等から派遣された各分野の専門家の協力を得て作成しており、難問奇問

を排除した良質な問題として、高等学校等の関係者からも高い評価を受けています。 

③ 平成29年度センター試験の参加大学（短期大学を含む。以下同じ。）は、国立大学82、公立

大学86、私立大学526、公立短期大学15、私立短期大学139の合計848大学で、前年度から2大

学の減となっており、4年制大学の約93％、短期大学の約47％がセンター試験に参加したこと

になります。 

これらのセンター試験参加大学に対しては、「大学入試センター試験入試担当者連絡協議

会」を2回にわたり計11か所で開催し、センター試験の実施に関する留意事項等の周知を行っ

ています。 

また、教育委員会等を含む高等学校関係者を対象に、「大学入試センター試験説明協議会」

を全国7か所で開催し、センター試験の実施についての協力と受験生への指導を要請すると

ともに、センター試験の出願書類の取りまとめ方法等について説明・協議を行いました。 

④ 平成28年9月1日(木)から受験案内の配付を開始し、9月27日(火)から10月7日(金)にかけて

出願受付を行いました。志願者数は、575,967人（前年度比12,199人増）で、現役志願率は

43.9％（前年度43.4％）となり、12月には、志願者に対し受験票を発送しました。 

⑤ 平成29年1月14日(土)、15日(日)の両日、全国の691試験場（点字試験場を含む。）で本試験

を実施しました。 

 

  



⑥ 東日本大震災の発生に伴う対応として以下のことを行いました。 

 ア 試験場の指定の特例 

    元の学校に籍を置いたまま他校に通学している被災志願者の試験場について、現住所

をもとに指定するものですが、申請者はいませんでした。 

イ 臨時試験場の設定（３試験場） 

   ・ 岩手県立大船渡高等学校試験場 （志願者数 282人） 

   ・ 岩手県立釜石高等学校試験場  （志願者数 219人） 

   ・ 宮城県気仙沼高等学校試験場  （志願者数 194人） 

ウ 検定料等の免除 

 東日本大震災の復興状況に鑑み、被災者等が自宅の全半壊や主たる家計支持者を亡くし

たことなどにより、大学進学を断念しないように、検定料及び成績通知手数料について申請

に基づき免除しました（免除者1,429人、免除総額26,488千円）。 

⑦ 採点の中間集計段階での平均点を1月18日(水)に公表するとともに、「得点調整判定委員会」

の検討結果に基づき、得点調整は実施しない旨を1月20日(金)に公表しました。 

⑧ 試験成績の通知を希望する者（434,878人）に対し、 4月16日(日)以降、書留郵便で成績通

知書を送付しました。 

 

⑵ 入学者選抜方法の改善に関する調査研究 

① 我が国の大学入学者選抜方法の改善について調査研究を行う中核的機関として、国内外の

大学や研究機関等と連携協力し、以下の調査研究を行い、その研究成果について、学会誌・

印刷物による公表や、国際学会・国内学会等での口頭発表を行いました。 

 ア センター試験に関する調査研究 

  ・ 得点調整に関わるテスト標準化研究 

  ・ モニター調査を活用したセンター試験の調査研究 

  ・ 試験に関わる情報技術の開発と活用に関する研究 

イ 大学入学者選抜方法の改善に関する調査研究 

  ・ 大学全入時代に対応した新しい大学入試の在り方に関する調査研究 

  ・ 障害のある者に配慮した入学者選抜に関する調査研究 

  ・ 大学入学希望者学力評価テスト（仮称）実施のためのフィージビリティ検証 

② 研究交流の一層の推進に資するため、全国大学入学者選抜研究連絡協議会を組織し、平成

28年6月2日(木)、6月3日(金)には、第11回全国大学入学者選抜研究連絡協議会大会を立命館

大学との共催で開催しました。同大会には208大学723人が参加し、公開討論会や研究会にお

いて、活発な意見交換が行われました。 

 

⑶ 大学情報の提供 

センター試験に参加する大学の学部・学科名、アドミッションポリシー、入学定員等や入学

者選抜で利用するセンター試験の教科・科目、配点など、大学入学志願者等に対し、センター

試験を受験する上で必要な情報をインターネットを利用して提供しました。 

大学入試センターの財務収支については、その収入の大半がセンター試験の検定料収入であ

ることから、センター試験の志願者数の増減に大きく影響されます。このため、18歳人口の推



移を見極めて志願者数を予測し、財務分析を進めるとともに、その状況に応じた対策を講じて

おります。 

また、センター試験の着実な実施が大学入試センターの最大の責務であり、引き続き、良質

な試験問題の作成と円滑な試験の実施に努めていきます。 

さらに、入学者選抜方法の改善のための調査研究を推進するとともに、センター試験参加全

大学の協力を得て適切な大学情報の提供にも努めていきます。 

 

２．法人の基本情報 

⑴ 法人の概要 

① 法人の目的 

大学入試センターは、大学に入学を志願する者に対し大学が共同して実施することとする

試験に関する業務等を行うことにより、大学の入学者の選抜の改善を図り、もって大学及び

高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）における教育の振興

に資することを目的としております。（独立行政法人大学入試センター法第３条） 

② 業務内容 

上記の目的を達成するため、以下の業務を行っています。（大学入試センター法第13条） 

ア 大学に入学を志願する者の高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定す

ることを主たる目的として大学が共同して実施することとする試験に関し、問題の作成及

び採点その他一括して処理することが適当な業務。 

イ 大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査及び研究。 

ウ 大学に入学を志望する者の進路選択に資するための大学に関する情報の提供。 

エ ア～ウの業務に附帯する業務。 

③ 沿革 

昭和52年5月 国立学校設置法の改正により大学入試センター設立 

昭和54年1月 共通第１次学力試験（第１回）の実施 

昭和63年10月 ハートシステム運用開始 

平成2年1月  大学入試センター試験（第１回）の実施 

平成13年4月 独立行政法人大学入試センター設立（特定） 

平成15年8月 第１回法科大学院適性試験実施 

平成18年1月 英語リスニングテスト導入 

平成18年4月 非公務員型の独立行政法人へ移行 

平成22年4月 入学者選抜研究機構発足 

平成23年3月 ハートシステム廃止 

平成25年3月 入学者選抜研究機構廃止 

④ 設立根拠法 

独立行政法人大学入試センター法（平成11年法律第166号） 

⑤ 主務大臣（主務省庁所管課等） 

文部科学大臣（文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室） 

  ⑥ 関連公益法人情報 

当法人の特定の業務を独占的に受託している関連公益法人はありません。 



独立行政法人大学入試センター委員会等組織図（平成28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業第二課 

事 業 部 

事業第一課 

事業第三課 

 

理 事 長 
（ 所 長 ） 

理 事 
（ 副 所 長 ） 

試験・研究統括官 
（ 副 所 長 ） 

監 事 
運 営 審 議 会 

試 験 問 題 調 整 官 

試 験 企 画 委 員 会 

教 科 科 目 第 三 委 員 会 

点 検 協 力 者 

試 験 問 題 評 価 委 員 会 

実 施 方 法 委 員 会 

配慮事項審査・検討委員会 

得 点 調 整 判 定 委 員 会 

得点調整判定専門委員会                                

全国大学入学者選抜研究連絡協議会企画委員会 

研究開発部外部評価委員会 

民間競争入札評価委員会 

試 験 ・ 研 究 副 統 括 官 

契 約 監 視 委 員 会 

競争入札総合評価委員会 

研究開発 部 

試験基盤設計研究部門 

試験評価解析研究部門 

総務企画部 

総 務 課 

主 幹 

財 務 課 



 

 ⑵ 事務所の所在地 

本社：東京都目黒区駒場2-19-23 

支社：なし 

 

⑶ 資本金の額及び出資者ごとの出資額                  （単位：百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

政府出資金 11,592 - - 11,592 

資本金合計 11,592 - - 11,592 

   ※ 「（単位：百万円）」の数値は、百万円未満を四捨五入しているため計が一致しない場合

がある。（以下同様） 

 

⑷ 役員の氏名、役職、任期、担当及び経歴（平成28年４月１日現在） 

役 職 氏 名 任 期 担 当 経  歴 

理事長 山 本 廣 基 自 平成28年４月１日 

至 平成33年３月31日 

－ 

昭和52年１月   島根大学助手 

昭和60年８月   島根大学助教授 

平成７年４月   島根大学教授 

平成21年４月   島根大学学長 

平成24年４月   熊本大学監事 

平成25年４月～  現職 

理事 伯 井 美 徳 自 平成28年４月１日 

至 平成31年３月31日 

－ 

昭和60年４月   文部省入省 

平成15年４月   横浜市教育委員会教育長 

平成19年７月   文部科学省初等中等教育局 

         教科書課長 

平成25年７月   文部科学省大臣官房人事課長 

平成26年７月   文部科学省大臣官房審議官 

         （初等中等教育局担当） 

平成27年４月   文部科学省大臣官房審議官 

        （初等中等教育局・高大接続担当） 

平成28年４月～  現職（役員出向） 

監事 永 代 達 三 

 

自 平成28年４月１日 

至 平成32事業年度の

財務諸表承認日 － 

昭和45年４月   学校法人明治大学 

平成21年４月   同 就職キャリア支援部長 

平成23年９月   同 財務部長 

平成27年４月   同 調査役 

平成28年４月～  現職 

監事 

(非常勤) 

大 隈 暁 子 自 平成28年４月１日 

至 平成32事業年度の

財務諸表承認日 － 

昭和62年10月   太田昭和監査法人 

         （現新日本有限責任監査法人） 

平成７年９月   大隈暁子公認会計士事務所 

平成24年８月   東陽監査法人代表社員 

平成28年４月～  現職 

 

⑸  常勤職員の数及び平均年齢並びに法人への出向者数 

常勤職員は、平成28年度末において99人（前期末92人）であり、平均年齢は40.3歳（前期末

40.5歳）となっています。このうち、国等からの出向者は22人（国7人、県2人、国立大学法人

13人、独立行政法人0人、共同利用機関法人0人）、民間からの出向者は0人です。 



 

３．財務諸表の要約 

① 貸借対照表 

  

（単位：百万円）
資産の部 金額 負債の部 金額

流動資産 2,483 流動負債 1,253
　現金及び預金 1,467 　賞与引当金 60
　有価証券 1,000 　その他 1,193
　その他 17 固定負債 720
固定資産 11,594 　退職給付引当金 613
　有形固定資産 11,593 　その他 107
　無形固定資産 1 負債合計 1,973

純資産の部
資本金 11,592
  政府出資金 11,592
資本剰余金 △ 847
利益剰余金 1,360
純資産合計 12,104

資産合計 14,078 負債純資産合計 14,078  

   ② 損益計算書 

    

（単位：百万円）
金額

経常費用（Ａ） 11,298
　業務費 10,824
　　人件費 809
　　減価償却費 33
　　その他 9,981
　一般管理費 474
　　人件費 196
　　減価償却費 35
　　その他 242
　その他 0
経常収益（Ｂ） 11,675
　自己収入 11,511
　その他 164
臨時損益（Ｃ） △ 69
その他調整額（Ｄ） 40
当期総利益（B-A+C+D） 348  

   ③ キャッシュ・フロー計算書 

    

（単位：百万円）
金額

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー(A) 349
　原材料、商品又はサービスの購入による支出 △ 9,952
　人件費支出 △ 982
　その他の業務支出 △ 223
　自己事業収入 11,499
　補助金等収入 139
　預り金補助金等預金収支差額 △ 3
　 利息の支払額 0
　 利息の受取額 2
　 国庫納付金の支払額 △ 132
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー(B) △ 67
  定期預金の預入による支出 △ 4,000
  定期預金の払戻による収入 4,300
  有価証券の取得による支出 △ 1,000
  有価証券の払戻による収入 800
  有形固定資産の取得による支出 △ 167
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー(C) 0
  短期借入れによる収入 200
  短期借入金の返済による支出 △ 200
Ⅳ資金増加額(D=A+B+C） 282
Ⅴ資金期首残高(E) 1,185
Ⅵ資金期末残高(F=E+D) 1,467  



 

④ 行政サービス実施コスト計算書 

   

金額
Ⅰ業務費用 △ 139
　損益計算書上の費用 11,367
　（控除）自己収入等 △ 11,506
（その他の行政サービス実施コスト）
Ⅱ損益外減価償却相当額 33
Ⅲ損益外除売却差額相当額 1
Ⅳ機会費用 7
Ⅵ行政サービス実施コスト △ 99

 

 

■ 財務諸表の科目 

① 貸借対照表 

現金及び預金：現金、預金 

有価証券：譲渡性預金が該当 

その他（流動資産）：現金及び預金、有価証券以外の流動資産で未収金等が該当 

有形固定資産：土地、建物、工具など当法人が長期にわたって使用または利用する有形の固

定資産 

無形固定資産：当法人が長期にわたって使用または利用する無形の固定資産で、電話加入権

が該当。 

賞与引当金（流動負債）：将来の特定の費用又は損失を当期の費用又は損失として見越し計上

するもの 

その他（流動負債）：賞与引当金以外の流動負債で未払金等が該当 

退職給付引当金（固定負債）：将来の特定の費用又は損失を当期の費用又は損失として見越し

計上するもの 

その他（固定負債）：資産見返負債が該当 

政府出資金：国からの出資金であり、当法人の財産的基礎を構成 

資本剰余金：国から交付された施設費や寄附金などを財源として取得した資産で当法人の財

産的基礎を構成するもの 

利益剰余金：当法人の業務に関連して発生した剰余金の累計額 

 

② 損益計算書 

業務費：当法人の業務に要した費用 

人件費：給与、賞与、法定福利費等、当法人の職員等に要する経費 

減価償却費：業務に要する固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって費用として配分す

る経費 

その他（業務費）：人件費、減価償却費以外の業務費で材料消耗品費等が該当 

一般管理費：業務費以外で当法人の管理業務に要した費用 

その他（一般管理費）：人件費、減価償却費以外の一般管理費で材料消耗品費等が該当 

自己収入等：検定料収入、成績提供手数料収入などの収益 

臨時損益：固定資産の除却損、検定料等免除費、資産見返物品受贈額戻入、退職手当戻入益

が該当 



 

その他調整額：目的積立金の取崩額が該当 

 

③ キャッシュ・フロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フロー：当法人の通常の業務の実施に係る資金の状態を表し、

サービスの提供等による収入、原材料、商品又はサービスの購入による支出、人件

費支出等が該当 

投資活動によるキャッシュ・フロー：将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活

動に係る資金の状態を表し、固定資産の取得等による支出が該当 

財務活動によるキャッシュ・フロー：資金の調達及び返済など財務活動に係る資金の状態を

表し、短期借入金の借入及び返済が該当  

 

④ 行政サービス実施コスト計算書 

業務費用：当法人が実施する行政サービスのコストのうち、当法人の損益計算書に計上され

る費用 

その他の行政サービス実施コスト：当法人の損益計算書に計上されないが、行政サービスの

実施に費やされたと認められるコスト 

損益外減価償却等相当額：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の減価償却等相当額（損益計算書には計上していない

が、累計額は貸借対照表に記載されている） 

損益外除売却差額相当額：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の除売却相当額 

機会費用：国の財産を無償により賃借した場合の本来負担すべき金額などが該当 

 

４．財務情報 

(1) 財務諸表の概要 

① 経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの主要な財務デー

タの経年比較・分析（内容・増減理由） 

（経常費用） 

平成28年度の経常費用は、11,298百万円と、前年度比948百万円の減（7.74％減）となって

いる。これは、緊急対応用試験問題冊子の印刷が前年度に完了したことに伴う印刷費が前年

度比680百万円減（27.77％減）及び緊急対応用リスニング音声メモリーの大半を前年度に製

造したことに伴う材料消耗品費が前年度比477百万円減（54.66％減）となり、一方で、新テ

ストの実施に向けた体制整備のため、職員数が増加したことにより給与が前年度比72百万円

増（13.02％増）、施設・設備の老朽化に伴う保守・修繕費が前年度比60百万円増（91.20％増）、

センター試験志願者の増により監督者等経費が前年度比49百万円増（1.90％増）及び大学入

学希望者学力評価テスト（仮称）のフィージビリティ検証事業に伴う外部委託費が前年度比

30百万円増（2.15％増）となったことが主な要因である。 

（経常収益） 

平成28年度の経常収益は11,675百万円と、前年度比329百万円増（2.90％増）となっている。 

これは、大学入試センター試験の検定料収入が前年度比218百万円増（2.18％増）、センタ



 

ー試験利用大学からの成績提供手数料収入が前年度比35百万円増（4.11％増）及び大学改革

推進等補助金が前年度比49百万円増（53.92％増）となったことが主な要因である。 

 

（当期総利益） 

上記経常損益の状況、臨時損失として退職給付引当金繰入43百万円及び検定料等免除費26

百万円、前中期目標期間繰越積立金の取崩40百万円を計上した結果、平成28年度の当期総利

益は348百万円と前年度比1,216百万円増（140.08％増）となっている。 

（資産） 

平成28年度末現在の資産合計は14,078百万円と、前年度末比285百万円増（2.06％増）とな

っている。これは、有価証券が前年度比200百万円増（25.00％増）、建物（減価償却累計額除

く）が前年度比78百万円増（5.91％増）及び建設仮勘定を25百万円計上したが、一方で現金

及び預金が前年度比18百万円減（1.23％減）となったことが主な要因である。 

（負債） 

平成28年度末現在の負債合計は1,973百万円と、前年度比143百万円増（7.79％増）となっ

ている。これは、業務に係る未払金が前年度比16百万円増（2.85％増）、未払金が前年度比13

百万円増（15.04％増）、設備購入未払金が前年度比38百万円増（118.20％増）、退職給付引当

金が前年度比82百万円増（15.38％増）及び未払消費税等を11百万円計上したが、一方で資産

見返負債が前年度比25百万円減（19.18％減）となったことが主な要因である。 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成28年度の業務活動によるキャッシュ・フローは349百万円と、前年度比1,280百万円増

となっている。これは、業務費支出が前年度比1,151百万円減（10.37％減）となったことが

主な要因である。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

平成28年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△67百万円と、前年度比188百万円減

（155.19％減）となっている。これは、有価証券及び有形固定資産の取得による支出の増加

が主な要因である。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成28年度の財務活動によるキャッシュ・フローは一時的な資金不足を補うために短期借

入金による資金調達を8月下旬に行い、9月中旬に返済している。 

 



 

表 主要な財務データの経年比較 

（単位：百万円）
区分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

経常費用 11,050 10,949 11,356 12,245 11,298
経常収益 11,515 11,274 11,206 11,345 11,675
当期総利益 479 369 214 △ 868 348
資産 14,908 14,778 14,802 13,793 14,078
負債 2,086 1,668 1,901 1,831 1,973
利益剰余金（又は繰越欠損金） 1,936 2,262 2,088 1,184 1,360
業務活動によるキャッシュ・フロー 722 25 163 △ 931 349
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,176 △ 455 1,297 121 △ 67

財務活動によるキャッシュ・フロー -                 -          -          -
200

△200
資金期末残高 965 535 1,995 1,185 1,467    

(注 1) 第３期中期目標期間 平成 23年度～平成 27年度 

     第４期中期目標期間 平成 28年度～平成 32年度 

 

② セグメント事業損益の経年比較・分析（内容・増減理由） 

（区分経理によるセグメント情報） 

ア 試験事業における事業損益は 1,265百万円となっている。 

イ 調査研究事業における事業損益は△379百万円となっている。 

ウ 大学情報の提供等事業における事業損益は△41百万円となっている。 

エ 法人共通における事業損益は△468百万円となっている。 

なお、増減理由の分析については、平成 27 年度以前は事業毎の区分経理を行っていなかっ

たことから割愛する。 

 

表 事業損益の経年比較（区分経理によるセグメント情報） 

区分 平成２８年度

試験事業 1,265

調査研究事業 △ 379

大学情報の
提供等事業 △ 41

法人共通 △ 468

合計 377

 

（注１）当法人は主として検定料収入により試験事業、調査研究事業及び大学情報の提供等事業を

実施しているが、検定料収入等は試験事業に計上している。 

 

③ セグメント総資産の経年比較・分析（内容・増減理由） 

（区分経理によるセグメント情報） 

ア 試験事業における総資産は 452百万円となっている。 

イ 調査研究事業における総資産は 95百万円となっている。 

ウ 大学情報の提供等事業における総資産は 15百万円となっている。 

エ 法人共通における総資産は 13,516百万円となっている。 

なお、増減理由の分析については、平成 27 年度以前は事業毎の区分経理を行っていなか



 

ったことから割愛する。 

 

表 総資産の経年比較（区分経理によるセグメント情報） 

（単位：百万円）

区分 平成２８年度

試験事業 452

調査研究事業 95

大学情報の
提供等事業 15

法人共通 13,516

合計 14,078  

 

④ 積立金の取崩内容等 

前中期目標期間繰越積立金取崩額40百万円は、前中期目標期間において自己収入で取得し

た固定資産の減価償却費相当額等に充てるため、平成28年6月30日付けにて主務大臣から承

認を受けた積立金1,052百万円のうち、40百万円について取り崩したものである。 

 

⑤ 行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析（内容・増減理由） 

平成28年度の行政サービス実施コストは△99百万円と、前年度比1,140百万円減（109.47％

減）となっている。これは、緊急対応用試験問題冊子の印刷が前年度に完了したことに伴う

印刷費が前年度比680百万円減（27.77％減）及び緊急対応用リスニング音声メモリーの大半

を前年度に製造したことに伴う材料消耗品費が前年度比477百万円減（54.66％減）となり、

一方で、機会費用が前年度比7百万円減となったことが、主な要因である。 

 

表 行政サービス実施コストの経年比較 

（単位：百万円）
区分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

業務費用 △ 325 △ 255 225 1,007 △ 139
　うち損益計算書上の費用 11,096 10,986 11,390 12,275 11,367
　うち自己収入 △ 11,421 △ 11,241 △ 11,166 △ 11,268 △ 11,506
損益外減価償却相当額 64 37 36 34 33
損益外除売却差額相当額 - - - 0 1
損益外減損損失相当額 - - - - -
引当外退職給付増加見積額 - - - - -
機会費用 61 70 43 0 7
行政サービス実施コスト △ 200 △ 148 304 1,041 △ 99  

 

（注 1）第３期中期目標期間 平成 23年度～平成 27年度 

第４期中期目標期間 平成 28年度～平成 32年度 

 

  



 

(2)重要な施設等の整備等の状況 

① 当事業年度中に完成した主要施設等 

該当なし 

② 当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

該当なし 

③ 当事業年度中に処分した主要施設等 

該当なし 

 

(3)予算及び決算の概要 

（単位：百万円）

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算
差額
理由

収入

　運営費交付金 - - - - - - - - - -

　検定料 10,074 10,213 9,922 9,979 9,718 9,951 9,967 10,032 10,054 10,250 （注1）

　成績提供手数料 834 836 828 857 796 842 837 855 850 890 （注2）

　成績通知手数料 336 336 341 341 335 335 335 335 343 343

　その他 11 24 14 27 13 29 19 23 218 482 （注3）

　大学改革推進等補助金 - - - - 90 90 139 139

　受託事業収入 - 1 - 1 - - - - - 4 （注4）

計 11,255 11,410 11,105 11,205 10,862 11,157 11,248 11,335 11,604 12,108

支出

　業務経費 11,006 10,738 10,791 10,654 11,392 11,136 11,991 11,857 10,921 10,755

　　人件費 760 623 731 617 776 772 711 655 736 695 （注5）

　　試験実施経費 10,053 9,937 9,901 9,898 10,468 10,246 11,133 11,087 10,038 9,864 （注6）

　　センター試験情報提供経費 17 14 17 14 14 11 14 13 14 12

　　入学者選抜方法改善研究費 176 165 142 125 134 107 133 101 133 184 （注7）

　一般管理費 249 216 294 215 336 223 361 338 325 486

　　人件費 190 148 165 140 181 155 191 186 171 170

　　物件費 58 68 128 74 155 68 169 152 154 315 （注8）

　予備費 - - 20 - 20 - 20 - 20 -

　大学改革推進等補助事業費 90 90 139 139

　受託事業経費 - 1 - 1 - - - - - 4 （注9）

計 11,255 10,955 11,105 10,869 11,748 11,359 12,462 12,285 11,404 11,403

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
区分

 

第３期中期目標期間 平成 23年度～平成 27年度 

第４期中期目標期間 平成 28年度～平成 32年度 

 

(注１) 志願者数が増加したため 

 (注２) 提供件数が増加したため 

 (注３) 前中期目標期間から繰越した積立金が増加したため 

 (注４) 予算段階では予定していなかった受託事業を受託したため  

 (注５) 若年者の採用及び職員数の抑制に努めたため 

(注６) センター試験システムの改修費の削減に努めたため 

(注７)  大学入学希望者学力評価テスト（仮称）のフィージビリティ検証事業に係る経費が増加

したため 

(注８) 施設・設備の老朽化対策を前倒しで実施したため 

(注９)  予算段階では予定していなかった受託事業を受託したため 



 

(4)経費削減及び効率化に関する目標及びその達成状況 

平成28年度からの第４期中期目標期間中に、一般管理費及び事業費のうち固定的な経費※に

ついて、平成27年度を基準として1.0％以上の効率化を図ることを念頭に検討を行うこととし

ている。 

平成28年度においては、試験問題等の印刷経費の減をしたことにより、経費削減を行ってい

る。 

※ 固定的な経費＝（一般管理費＋事業費）－変動費－特殊業務経費－退職手当 

  変動費＝受験者の増減により変動する経費 

 

（単位：千円）

金　　額 比率

固定的な経費 6,525,838 100% 6,508,640 99.74%

平成２８年度
当中期目標期間

区  分
前中期目標期間終了年度

金　　額 比率

 

 

５．事業の説明 

 (1) 財源の内訳 

 ①内訳 

当法人の経常収益は11,675百万円であり、その内訳は、検定料収入10,250百万円（経常収益

の87.80％）、成績提供手数料収入890百万円（同収益の7.62％）、成績通知手数料収入343百万円

（同収益の2.94％）、政府受託研究収入3百万円（同収益の0.02％）、大学改革推進等補助金収益

139百万円（同収益の1.19％）、業務外収益等その他自己収入50百万円（同収益の0.43％）とな

っている。 

これを事業別に区分すると、試験事業では、検定料収入10,250百万円（事業収益の88.98％）、

成績提供手数料収入890百万円（同収益の7.72％）、成績通知手数料収入343百万円（同収益の

2.96％）、その他収入37百万円（同収益の0.32％）となっている。 

調査研究事業では、大学改革推進等補助金収益139百万円（事業収益の93.80％）、政府受託研

究収入3百万円（同収益の1.97％）、その他収入6百万円（同収益の4.23％）となっている。 

大学情報の提供等事業では、その他収入0百万円（事業収益の 100.00％）となっている。 

法人共通では、その他収入6百万円（事業収益の100.00％）となっている。 

  ②自己収入の明細 

   当法人の自己収入は、11,532百万円であり、その内訳は、志願者からの検定料による検定料

収入 10,250 百万円、センター試験利用大学からの請求に基づき成績を提供したことによる成

績提供手数料収入 890 百万円、志願者本人からの請求に基づき本人に対して成績を開示したこ

とによる成績通知手数料収入 343百万円及び答案読取装置を利用して、高等学校卒業程度認定

試験の答案読取作業等によるその他収入 49百万円となっている。 

これを事業別に区分すると、試験事業では、検定料収入 10,250百万円、成績提供手数料収入

890百万円、成績通知手数料収入 343百万円及び答案読取作業等によるその他収入 37百万円と

なっている。 

調査研究事業では、その他収入 5百万円となっている。 

大学情報の提供等事業では、その他収入 0百万円となっている。 

法人共通では、その他収入 6百万円となっている。 



 

(2)財務情報および業務の実績に基づく説明 

  ア 試験事業 

    試験事業は、大学が行う入学試験のうち、共同で実施することとする試験に関する実施運

営業務を行う。事業に要する費用は、事業費用10,256百万円となっている。 

  イ 調査研究事業 

    調査研究事業は、大学入学者選抜の改善を図り、大学・高等学校等の教育の振興に寄与す

ることを目的とする調査研究業務を行う。事業に要する費用は、事業費用527百万円となって

いる。 

  ウ 大学情報の提供等事業 

    大学情報の提供等事業は、センター試験利用大学及び当センターの情報についての広報業

務を行う。事業に要する費用は、事業費用41百万円となっている。 

   

以上の（ア～ウ）に係る管理経費は、一般管理費474百万円及びその他0百万円となっている。 
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